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１．はじめに 

 

調査の背景と目的 

糸満市では、観光資源を有する地域（ムラ）において公共交通手段の確保が課題となっ

ており、糸満市全体を博物館と見立てた「糸満市まるごと博物館事業」を具体化するため、

平成２４年度には、新たな公共交通の可能性・方向性を示すこととあわせて、今後予定し

ている実証実験に向けた基礎調査を行った。 

本市の公共交通は、国道331号バイパスの開通により那覇空港や那覇市への交通アクセ

スが飛躍的に向上したが、バス路線がバイパスを経由しないなど、充分にメリットを得ら

れていない。また、市内には沖縄県を代表する観光資源や大型宿泊施設がありながら公共

交通との連動が弱く、公共交通利用を希望する観光客のニーズに対応できていない状況に

ある。 

そのため、地域公共交通の再編・見直しにあたっては、先行的に地域の骨格となる公共

交通として、那覇空港から大型宿泊施設や観光地を経由するバス路線（以下、「糸満市～

那覇空港直行バス路線」）を構築し、段階的に公共交通の空白地域の解消や不採算路線の

見直し等に取り組むこととした。糸満市～那覇空港直行バスの構築により、本県観光に訪

れるリピーター層の希望するバス移動の手段が確保され、観光施策の充実につながること

が期待される。 

以上を踏まえ、本業務は糸満市～那覇空港直行バスの実証実験に向けて、沿道住民や観

光客の利用意向を問うアンケート調査や、主要な観光施設・商業施設等に対して、実証実

験バスとの連携・協働可能性等に関するヒアリング調査を行い、実証実験や本格運行を見

据えた実証実験バス運行計画案について検討することを目的とする。 

 

（仮称）糸満市～那覇空港直行バス実証実験 平成 26 年度 

新しい公共交通検討事業（那覇空港直行バス路線実証実験計画策定） 平成 25 年度 

新しい公共交通検討事業（基礎調査） 平成 24 年度 

<方針１> 

市民生活の足

を担う路線バ

スの維持・活性

化 

<方針２> 

地域、事業者、

行政の協働に

よる公共交通

を支える体制

づくり 

<方針３> 

交通不便地域

等における移

動手段の確保 

<方針４> 

幅広い利用者

にとって利便

性の高い広域

交通路線の確

保 

<方針５> 

事業採算性及

び公共性を踏

まえた見直し

基準の設定 

<基本理念> 

いきいきとした暮らしと人をつなぐ新しい公共交通 
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２．運行計画  

 

２－１．利用者像（ターゲット） 

新しい公共交通の運行は、沖縄における県外来訪者の主要な交通施設である「那覇空港」

と「糸満市」を結び、糸満市南部に点在する観光資源へのアクセス性および周遊性を高める

ことで、観光客の糸満市内に滞在する時間の増大化を図り、観光による地域活性化を達成さ

せることを目的とする。観光ニーズが多様化し、繰り返し沖縄県に訪れるリピーター観光客

や海外から訪れる観光客などへの対応が求められるなか、那覇空港から糸満市への直行バス

路線は、沿線施設への経済効果も期待できる。 

また、沿線地域住民にとってこの直行バス路線は、糸満市と県の玄関口とをつなぐ幹線路

線にも位置付けることができ、市民の公共交通の充実を図る効果も期待できる。幹線となる

バス路線を充実させることでバスを利用する機会が増え、既存のバス路線を利用する頻度も

高まる。バスに乗ることの習慣を高めることで、既存路線との相乗効果や二酸化炭素の削減

に期待することができる。 

 

 

▼ 実証実験のターゲットニーズ 

 
 観光客のニーズ 地域住民のニーズ 

①路線 

  

②運行頻度など 

  

③運賃・料金 

  

④情報提供 

  

公共交通での観光地間の移動が容易に 

病院・商業施設など、生活施設 

観光シーズン、 

土日の昼間のニーズ 

運賃・料金は安いほど利用しやすい 

分かり易い運賃・料金体系 

初めての利用者や外国人観光客にも 

分かりやすい経路案内・乗り換え案内 

環境負荷の低減、渋滞緩和などへの効果周知 

平日の朝夕 

通勤・通学のニーズ 

目的地まで速く、渋滞の少ないルート 
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◆運行計画（案）の概要 

①運行日：平成 26 年８月～12 月の毎日 

②運行間隔：１時間に１本 

③運行時間帯：午前８時～午後８時（那覇空港を基準） 

④料金：距離制（一日フリー乗車券 1,500円を検討） 

例 1 那覇空港→糸満観光農園（約７０分）：790 円程度 

例２ 那覇空港→道の駅いとまん（約３０分）：490円程度 

 

糸満～那覇空港直行バス路線運行計画（案） 
バス停名称 主要周辺施設 

那覇空港 国内線ターミナル 
・那覇空港 国内線ターミナル 

・沖縄都市モノレール「那覇空港駅」（6時～23時 30分） 

那覇空港 国際線ターミナル ・那覇空港 新 国際線ターミナル 

西崎運動公園前 
・西崎運動公園 

・県営西崎第２団地  

道の駅いとまん前 

・糸満物産センター（10時～20時） 

・JA ファーマーズマーケットいとまん（9時～19時） 

・糸満漁港協同組合 お魚センター（10時～19時） 

サザンビーチホテル前 
・サザンビーチホテル＆リゾート 

・美々ビーチいとまん 

糸満漁港入口 

・糸満漁港 

・糸満市公設市場 

【あるっく糸満（漁港コース）】 

糸満市役所前 
・糸満市役所 

・サンエーしおざきシティ（9時～24時） 

真栄里入口 【あるっく糸満（真栄里コース）】 

南部病院前 ・南部病院 

琉球ガラス村前 ・琉球ガラス村（9時～18時） 

ひめゆりの塔前 ・ひめゆり平和祈念資料館（9時～17時） 

米須 【米須村丸ごと生活博物館】 

平和祈念堂入口 
・平和祈念堂（9時～17時） 

【あるっく糸満（平和祈念堂コース）】 

糸満観光農園前 ・糸満観光農園（9時～18時） 

 

２－２．運行計画 
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２－３．運行日 

糸満市～那覇空港直行バスは、観光客の利用を中心に地域住民も利用できる公共交通機関と

して、平日・休日問わず需要が発生する見込みがあるため、平日・休日ともに運行する。 

実証実験は、平成２６年度に実施することを目標に、準備期間や実証実験結果の取りまとめ

等を考慮し、運行期間は、平成２６年８月～１２月の５ヶ月間とする。 

 

糸満市～那覇空港直行バス 運行日（案） 

○運行日は、「平日・休日」とも運行する。 

○実証実験の運行期間は、８月～１２月の５ヶ月間とする。 

 

 

実証実験期間中（8月～12月）の糸満市主要イベント 

８月 

○獅子舞・エイサー・角力（沖縄すもう） 

旧暦 7 月 15 日・旧盆 

会場／市内各地域 

 

９月 

○糸満大綱引き 

旧暦 8 月 15 日 

会場／国道 331 号（白銀堂～糸満ロータリー間） 

○真栄里大綱引 

旧暦 8 月 16 日 

会場／真栄里メーミチ広場 

 

１０月 

○南部豊かな海づくり大会 

会場／沖縄県水産公社（糸満漁港 北区） 

 

１２月 

○平和の光・ピースフルイルミネーション（平和の光事業） 

会場／糸満観光農園 
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２－４．運行間隔及び運行時間帯 

那覇空港直行路線バスの運行間隔は、観光に必要な運行間隔として、１時間に１本を基本

とする。また、運行時間帯は那覇空港発着便及び観光施設の運営時間帯から、午前 8 時～午

後８時とする。 

 

糸満市～那覇空港直行バス 運行間隔及び運行時間帯（案） 

○運行間隔は「１時間に１本」を基本とする。 

○運行時間帯は、那覇空港を基準に午前８時～午後８時とする。 

※運行間隔及び運行時間帯は、実証実験において利用者ニーズや交通状況等を踏まえ、

見直す場合もある。 

 

糸満市～那覇空港直行バス 運行ダイヤ（案）  
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２－５．料金 

運賃は、当該地域を運行している既存路線バスの運賃を踏まえ、距離制による料金体系と

する。また、一日フリー乗車券は、他の交通手段の料金等を踏まえ、1,500円程度とする。 

 

糸満市～那覇空港直行バス運賃（案） 

○運賃は「対キロ区間制」を基本とする。 

 ・那覇空港～糸満観光農園：790円 

 ・那覇空港～道の駅いとまん：490円 

○一日フリー乗車券は、1,500円程度とする。 
 

※運行ルートの一部変更により、料金変更の可能性あり 

 

推定運賃（消費税改定後）

790 790470 470 480 480

790 790

160 250 290 350 400 460 470 470

470 470 480 480

350 710 710

250 290 350 400 460 470 470

360 320 340 350190 240 290 340

300 300 680 680

260 680 680

160 190 250 280 320 260 280

260 250 270 260

600

160 160 170 170 230 210 230 650 650

200 580 580

160 160 170 200 210 210 600

160 160 170 200

490

160 160 170 200 520 520

160 160 160 490

160 490 490

160 170 490 490サザンビーチホテル

道の駅いとまん

糸満漁港入口

国内線

国際線

西崎運動公園前

道の駅いとまん

230

390 390

糸満市役所前

真栄里入口

南部病院前

琉球ガラス村 160 170 230

ひめゆりの塔

米須

平和祈念堂入口

糸満観光農園

160

 

 

 

 

 

 

推定運賃（増税後） 
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２－６．車両 

実証実験において利用する車両は、バス事業者からのリースを想定し、中型バス（25～28

人乗り程度）とする。今後、本格運行に移行した段階で、専用車両の購入等を検討する。 

また、車両の利便性を高めるため、車両デザイン・愛称の検討、車内での観光案内、公衆

無線 LAN（Wi-Fi）接続サービスの実施を行う。 

 

①車両デザイン・愛称 

・糸満市の観光イメージにあった愛称とバス車体のデザインを新たに施す。 

・利用者に親しみや愛着を持ってもらうと伴に、バスが運行されていることを広く周知され

るようなデザインとする。 

 

②観光案内 

・車内では、音声だけでなく観光案内映像も流し、糸満市の魅力や観光施設の情報を伝える。 

・アナウンス及びサインは、外国人観光客のためにも多言語（日本語、英語、韓国語、中国

語（繁体字・簡体字））とする。 

 

③公衆無線 LAN（Wi-Fi）接続サービス 

・国内外の観光客のニーズに応えるために、車内での公衆無線 LAN（Wi-Fi）接続サービスを

提供する。 

 

  
▼那覇市「ゆいゆい号」（中型バス） ▼玉泉洞糸満線（中型バス） 

http://www.park1964.com/n_information/wifi.html
http://www.park1964.com/n_information/wifi.html
http://www.park1964.com/n_information/wifi.html
http://www.park1964.com/n_information/wifi.html
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３．事業収支 

 

３－１．実証実験運行経費の試算 

実証実験（運行期間 5ヶ月）では、以下の経費が想定される。 

ただし、本格運行を開始する際の経費は、運行経費（18,854,035円）程度となる。 

 

表 平成２６年度実証実験運行経費 

項 目 概 要   金 額（円） 

１．糸満市～那覇空港直行バス運行経費 

（１）運行経費 

（２）施設整備費 

 

・バス運行経費（153 日＋1 日） 

・車両・設備等リース 

・車両改造費 

・車両デザイン費 

・仮設バス停設置費 

・バス停サイン 

・一日フリー乗車券印刷費 

27,709,035 

※内運行経費

18,854,035 

 

２．観光プログラム企画・提案 

（１）観光プログラムの企画等 

（２）ボランティアガイドの養成 

（３）関連施設との連携 

・観光プログラム企画 

・ボランティアガイド養成・人件費 

・ガイド資料印刷費 

・関連施設との連携 6,542,075 

３．プロモーション活動等 

（１）ポスター・チラシデザイン製作 

（２）WEBサイト、PR 動画製作 

（３）県外旅行イベント等への参加 

・ポスター・チラシ印刷費 

・県外旅行イベント参加等 

・Wi-Fi（無線 LAN）構築 

・広告掲載料 16,874,138 

４．利用実態調査 

（１） 利用実態調査 

（２）運行計画の見直し検討 

①中間見直し（案）の検討 

②本格運行の検討 

（３）地域路線の方向性検討 

・地域住民に対するアンケート調査 

・観光客に対するアンケート調査 

・乗り込み実態調査 

・見直し運行計画 

・本格運行（案） 

・地域路線への影響等の整理 4,301,171 

５．実証実験の運営補助 

 （１）実証実験運営に関する事務 

 （２）委員会等の運営補助 

  ① 委員会（４回） 

② 幹事会（４回） 

  ③ 庁議等報告（２回） 

・実証実験運営に関する事務 

・委員会等の運営補助 

3,249,306 

計  58,675,725 

改 め  58,680,000 

消費税相当額  4,694,400 

合 計  63,374,400 

 

（参考） 

事業費  63,374,400 

運賃収入（見込み） 需要予測結果より 15,540,000 

補助相当額 事業費－運賃収入（見込み） 47,834,400 
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３－２．需要予測 

需要予測としては、主なターゲットとなる①沖縄県内及び県外からの観光客、②外国人観

光客、③沿線住民に対し、以下の手順で利用者予測を行う。 

需要予測の結果、一日平均 113人/日の利用が見込まれる。 

 

沖縄県内及び県外観光客 外 国 人 観 光 客 沿 線 住 民 

①糸満市を訪れる 
個人観光客数 

250人/日 

①糸満市を訪れる 
外国人観光客数 

73人/日 

①糸満市～那覇空港 
直行バスの沿線人口 

11,275人 

②転換可能性のある 
旅行形態の割合 

80.9％ 

②転換可能性のある 
旅行形態の割合 

54.5％ 

②転換可能性のある 
移動手段の割合 

30.2％ 

③転換可能性のある 
移動手段の割合 

9.5％ 

③転換可能性のある 
移動手段の割合 

36.1％ 

③不満解消により 
転換可能性のある割合 

21.9％ 

④糸満市～那覇空港 
直行バスの 
利用意向割合 

80.2％ 

④糸満市～那覇空港 
直行バスの 
利用意向割合 

80.2％ 

④新規利用者数 

745人 

⑤沖縄県内及び 
県外観光客の利用者数 

15人/日 

⑤外国人観光客の 
利用者数 

11人/日 

⑤一日あたりの 
利用者数 

87人/日 

糸満市～那覇空港直行バス 利用者予測 
113人/日 



新しい公共交通検討事業  

 

- 11 - 
 

３－３．事業収支の試算 

（１）事業収支の試算条件 

事業収支の試算条件 

項 目 糸満市～那覇空港直行バス 単 位 

実証実験運行期間 5 ヶ月 

運行距離（片道） 26.0 Km 

運行回数 12 往復 

乗車見込数（日） 
①沖縄県内及び県外観光客：15人/日 
②外国人観光客：11人/日 
③沿線住民：87人/日 人 

想定運賃 

①沖縄県内及び県外観光客及び②外国人観光客は、 
一日フリー乗車券 1,500円を利用することも想定 

③沿線住民は、平均運賃 480円を想定 
（道の駅～那覇空港の利用で 480円） 円 

車両使用料 196.20 円/km 

 

（２）運行経費 

１ヶ月あたりの運行経費は、「平成 24年度乗合バス事業の収支状況について（国土

交通省）」の沖縄ブロック民間事業者の運送原価 196.20円/kmを基に算出する。 

運行日数 30日×運行距離 26.0km×車両使用料 196.20円/km×運行回数 12往復/日 

＝3,673千円   

 

（３）運賃収入 

１ヶ月あたりの運行収入は、需要予測より①沖縄県内及び県外観光客 15人/日と②外

国人観光客 11 人/日を加えた観光客 26 人/日は、沖縄モノレール実績より 16.8％が一

日フリー乗車券 1,500 円を利用、残り 83.2％は平均運賃 960 円（道の駅～那覇空港：

480円×往復）と想定。 

また、沿線住民 87 人/日は、85.0％が 960 円（480 円×往復）、7.3％が子供料金 480

円（240円×往復）として運賃収入を算出する。 

＜①沖縄県内及び県外観光客 15人/日 、 ②外国人観光客 11人/日＞ 

運行日数 30日×観光客 26人/日×16.8％×一日フリー乗車券 1,500円 

＋運行日数 30日×観光客 26人/日×83.2％×平均運賃 960円 

＝197千円＋623千円 

＝820千円 

 

＜③沿線住民 87人/日＞ 

運行日数 30日×沿線住民 87人/日×85.0％×平均運賃 960円 

＋運行日数 30日×沿線住民 87人/日×7.3％×平均運賃 480円 

＝2,130千円＋91千円 

＝2,221千円 
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平成 24年度ゆいレール年間旅客輸送量（沖縄モノレール㈱資料より） 

 定期等 定期等以外 合計 

輸送距離（人×km） 10,757,595 53,450,973 64,208,568 

割合 16.8％ 83.2％ 100.0％ 

輸送距離：輸送した旅客(人)数にそれぞれが乗車した距離を乗じたものの累計であり

交通機関別の輸送分担率(交通機関を利用して行われた全ての移動を輸送

機関ごとに分けた割合)などの指標として用いられる。 

 
  

糸満市年齢別人口（平成 24年度末） 

 12歳以上 11歳～6歳 6歳未満 合計 

人口 50,439 4,328 4,582 59,349 

割合 85.0％ 7.3％ 7.7％ 100.0％ 

 
 

（４）事業収支 

１ヶ月（30日）あたり事業収支 

収 入 支 出 

①運賃収入（観光客） 820千円 ①運行経費 3,673千円 

賃収入（沿線住民） 2,220千円   

②補助金等 633千円   

収入計 3,673千円 支出計 3,673千円 

 

５ヶ月（153日）あたり事業収支（実証実験期間） 

収 入 支 出 

①運賃収入（観光客） 4,182千円 ①運行経費 18,732千円 

（沿線住民） 11,322千円   

②補助金等 3,228千円   

収入計 18,732千円 支出計 18,732千円 

 

１２ヶ月（365日）あたり事業収支 

収 入 支 出 

①運賃収入（観光客） 9,977千円 ① 運行経費 44,687千円 

（沿線住民） 27,010千円   

②補助金等 7,700千円   

収入計 44,687千円 支出計 44,687千円 
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４．成果指標・見直し基準（案） 

４－１．成果指標（案） 

事業を実施するに当たって「何が達成できたら成功と言えるのか」が分からなければ、評

価することが出来ない。また、何を目標に活動して良いのか分からないといった問題が生じ

る。この問題を回避するために、目的の達成度を測る物差しとして「成果指標」を設定する

必要がある。 

糸満市～那覇空港直行バス路線を評価する指標として、以下の「サービス評価」、「事業評

価」、「政策評価」を想定する。 

 

糸満市～那覇空港直行バス路線 評価指標（案） 

評価項目 サービス評価 事業評価 政策評価 

評価指標

（案） 

（１）速達性の向上 （２）利用者数の増加 （３）新規利用者の拡大 

①「那覇空港」から「平和

祈念公園前」までの所要

時間の短縮 

＜現況＞ 

平均９３分 

（モノレール+路線バス） 

 ↓ 

＜実験期間＞ 

平均７３分 

（糸満市～那覇空港直行バス） 

 

 

②「道の駅」から「県庁前」

までの所要時間の短縮 

＜現況＞ 

平均７３分 

（徒歩+路線バス） 

 ↓ 

＜実験期間＞ 

平均５６分 

（糸満市～那覇空港直行バス 

+モノレール） 

①糸満市～那覇空港直行

バスの利用者数 

 

＜現況＞ 

０人/日 

 ↓ 

＜実験期間＞ 

平均１１３人/日 

（需要予測より） 

 

 

 

②糸満市主要施設の入込

み客数（推計） 

 

＜現況＞ 

平成 25年 8～12月： 

731,000人 

 ↓ 

＜実験期間＞ 

平成 26年 8～12月： 

735,000人 

（需要予測より） 

①観光客の「観光移動」に

ついて「路線バス等」で

移動した割合 

＜現況＞ 

平均０．７％ 

 ↓ 

＜実験期間＞ 

平均１．２％ 

（9,095人/735,000人） 

（需要予測より） 

 

 

②沿線地区の「日常な主な

移動手段」について「バ

スなど公共交通で移動

している」割合 

＜現況＞ 

平均１１．８％ 

 ↓ 

＜実験期間＞ 

平均１３．０％ 

（7,807人/59,851人） 

（需要予測より） 

評価に用い

るデータ 

・遅延状況 ・利用者数 ・公共交通の利用割合 

必要な調査 ・所要時間調査 ・利用実態調査 ・沿線地区アンケート調査 

・観光客アンケート調査 



新しい公共交通検討事業  

 

- 14 - 
 

４－２．本格運行時における見直し基準（案） 

（１）評価の必要性 

新たに糸満市～那覇空港直行バスを運行するにあたり、補助金等に過度に依存しない持続

可能なバス交通体系を構築するためには、現行のバス路線網の評価を行い、必要な見直しを

行うことが求められる。  

今後、糸満市の公共交通全体を継続的に検証し、かつ適切に実施していく上で、バス路線

を交通ネットワークとして評価できる仕組みが必要であり、この点からも現行のバス路線網

の評価が求められる。  

そのため、糸満市～那覇空港直行バス路線が、不採算となった場合、無条件で維持するの

ではなく、バス路線としてサービスを継続すべきかどうか等を評価する基準が必要である。 

 

（２）評価指標 

糸満市～那覇空港直行バス路線の評価は、事業性の視点から「路線別の事業収支」を評価

する。 

また、糸満市～那覇空港直行バスは、観光客の増加による経済波及効果が期待されること

から、「波及効果の評価」を加え評価を行い、路線バスとして存続していくのか、見直しが

必要なのか等を評価する。 

 

評価フロー 

 

事業性評価 

路線の廃止を含
め、運行効率化
や利用促進など
見直しを検討 

路線バスとして
存続 

路線別の事業収支 

波及効果の評価 

収支率 100％ 

以上の場合 

収支率 100％ 

未満の場合 

波及効果を考
慮し、収支率
100％以上とな
る場合 

波及効果を考
慮し、収支率
100％未満とな
る場合 

路線バスとして
存続 
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（３）路線別の事業収支の評価 

需要予測より糸満市～那覇空港直行バス路線は、年間 7,700 千円の補助が必要と見込ま

れ、収支率 100％未満となることが想定される。ただし、このバス路線は、公共交通であ

るので、波及効果の評価と合わせて評価すべきである。 

 

需要予測に基く試算結果（12ヶ月） 

路線名 年間補助額 運行日 １日利用者数 

糸満市～那覇空港 

直行バス 
7,700千円 365日 113人 

 

（参考）Ｈ24年度 既存路線バスの状況 

路線名 年間補助額 
 

運行日 １日利用者数 
市負担額 

国吉線 2,452千円 1,756千円 245日 22人 

南部循環線 22,056千円 15,907千円 365日 76人 

玉泉洞糸満線 9,360千円 9,360千円 365日 119人 

糸満新里線 1,554千円 982千円 365日 106人 

計 35,422千円 28,005千円 - - 

 

 

（４）波及効果の評価 

平成 22年度観光統計実態調査 （観光消費による経済波及効果の推計）をもとに、糸満市

那覇空港直行バス路線の運行により観光客が増加した場合に発生する最大経済波及効果（直

接効果）を以下の通り試算する。 

 

①観光消費額 

平成 24年度観光要覧によると、沖縄県における観光消費額は、66,923円（平均滞在日

数 3.75日）である。観光客アンケートによると、糸満市での滞在日数は半日が最も多い。 

よって、糸満市での滞在日数を 0.5日と仮定し、観光消費額を 5,200円と設定する。 

需要予測の平均観光客数 26人/日より年間観光消費は、49,348千円（5,200円×26人/日

×365日）の増加が見込まれる。 
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②経済波及効果 

平成 22 年度観光統計実態調査 （観光消費による経済波及効果の推計）によると、沖縄

県の観光消費額 441,789 百万円から、生じる直接効果は 381,447 百万円である。そのうち、

雇用者所得誘発額は 104,682 百万円と推計される。 

よって、簡易的に経済波及効果を把握するため、観光消費から生じる直接効果係数を 0.86

（直接効果 381,447 百万円÷観光消費額 441,789 百万円）、雇用者所得係数を 0.24（雇用

者所得誘発額 104,682 百万円÷観光消費額 441,789 百万円）とし、経済波及効果を算出す

る。 

糸満市年間観光消費が 49,348 千円発生した場合、直接効果は最大で 42,439 千円（49,348

千円×0.86）、雇用者所得は、最大 11,844 千円（49,348 千円×0.24）と推計される。 

したがって、直接効果から発生する雇用者所得 11,844 千円を糸満市～那覇空港直行バス

路線による経済波及効果と想定する。 

 

 

※ 平成 22 年度観光統計実態調査 （観光消費による経済波及効果の推計） 報告書より 

 

 

（５）事業収支と波及効果による評価 

事業性を評価するためには、事業収支の評価と波及効果の評価の２つから評価するもの

とする。 

事業収支の評価が赤字になったとしても経済的波及効果がそれを上回るならば、その路

線は『存続』と評価できる。 

 

 

経済効果＞赤字額・・・存続 
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５．実証実験に向けて 

 

 

５－１．事業スキーム 

実証実験においては、実証実験実施に対する企画を提案してもらい、その中から優れた提

案を行った者を選定するプロポーザル形式による受注企業を決定し、受注企業から実証実験

に係る各種事業の実施や契約等を行う。 

 

 

▼実証実験の実施体制イメージ 

 

 

路線バスの

運行 

観光プログ

ラム企画等 

プロモーシ

ョン活動 

利用実態調

査 

糸満市 

委託/実施 

託/ 

一括契約 

実証実験 

受託者 

 

委託 

託/ 
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５－２．事業スケジュール 

実証実験期間は、準備期間３ヶ月、運行期間５ヶ月、成果のとりまとめ等２ヶ月の合計 

１０ヶ月程度を想定する。 

 

▼事業スケジュール 
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